
『
歴
代
賣
案
』

歴
代
賓
案
の
範
囲

第
一
集
解
説

『歴
代
賓
案
』
は
、
琉
球
国
と
明
・
清
両
朝
、
李
氏
朝
鮮
、
あ
る
い
は
逼
羅
（
現

タ
イ
王
国
の
ア
ユ
タ
ヤ
朝
）
を
初
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
で
取

り
か
わ
さ
れ
た
外
交
文
書
の
集
成
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
沖
縄
県
民
の
間
で

近
こ
ろ
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
。
文
書
の
日
付
範
囲
は
明
朝
初
期
の
永
楽
ニ

十
二
年
(
-
四
二
四
）
か
ら
清
朝
末
期
に
近
い
同
治
六
年
(
-
八
六
七
）
ま

で
に
わ
た
っ
て
い
る
。

な
お
、

『歴
代
賣
案
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
、
各
巻
表
紙
に
は
「
賓
案
」

と
称
し
、
ま
た
察
鐸
本

『中
山
世
譜
』
で
は
「
案
」
と
略
称
し
て
い
る
（
後

述
参
照
）
。賞
案
と
は
恐
ら
く
「
貴
重
な
案
文
」
と
言
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
書
集
に
よ
っ
て
、
関
係
史
料
が
十
分
で
は
な
い
琉
球
国
の
歴
史
、

と
く
に
そ
の
国
際
関
係
史
の
基
本
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。『
歴
代
賓
案
』
の
内
容
は
、
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
前
近

代
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
あ
り
方
、
い
わ
ゆ
る
冊
封
体
制
・
朝
貢
貿
易

を
具
体
的
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
歴
代

賓
案
に
よ
っ
て
よ
く
分
か
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
も
貴
重
な
文
献
で
あ

る。

和

田

久

徳

第
一
集
の
編
修

『歴
代
賓
案
』
は
第

一
集
か
ら
三
集
ま
で
と
、
そ
の
他
に
別
集
が
あ
り
、

全
体
の
解
題
は
全
巻
の
刊
行
さ
れ
る
最
後
の
巻
末
に
付
け
ら
れ
る
計
画
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
第

一
集
に
つ
い
て
の
解
説
を
す
る
。

第

一
集
の
編
修
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文
に
記
さ
れ
て
い

る
。
即
ち
、

歴
代
の
賓
案
は
天
妃
宮
に
蔵
せ
ら
れ
て
、
其
の
来
る
や
久
し
か
っ
た
。

し
か
る
に
世
を
歴
る
こ
と
已
に
久
し
く
、
廃
夷
の
患
が
無
い
と
は
言
え

な
い
。
今
、
国
相
尚
弘
オ
・
法
司
向
世
俊
・
毛
克
盛
・
毛
見
龍
が
心
に

甚
だ
こ
の
こ
と
を
憂
え
、
随
っ
て
紫
金
大
夫
察
鐸

•

長
史
禁
応
祥
・
鄭

士
綸
に
命
じ
て
、
旧
案
を
重
修
さ
せ
た
。
二
部
を
抄
成
し
、
一
部
四
十

一
部
は
王
城
に
上
り
、

一
部
は
天
妃
宮
に
蔵
し
た
。

九
本
で
あ
っ
た
。

康
熙
三
十
六
年
丁
丑
四
月
四
日
よ
り
起
こ
し
十
一
月
三
十
日
に
至
っ

て
竣
を
告
げ
た
。

と
言
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

『歴
代
賣
案
』
が
天
妃
宮
に
蔵
せ
ら
れ
て
時
日
が
経
っ

た
の
で
、
旧
案
を
重
修
し
、
康
熙
三
十
六
年
（
一
六
九
七
）
に
約
八
ヵ
月
か

か
っ
て
出
来
上
っ
た
と
言
う
。
こ
の
序
文
に
続
い
て
、
督
抄
官

・
考
訂
官

・

筆
帖
式
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
富
島
壮
英
「
『歴
代
賓
案
』
第
一
集
の

編
集
者
達
」

『歴
代
宝
案
研
究
』
二
、
一
九
九
一
年
三
月
参
照
）
。

第
一
集
に
は
永
楽
二
十
二
年
か
ら
康
熙
三
十
六
年
ま
で
の
文
書
を
収
め
て
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い
る
が
、
第
二
集
以
下
と
異
っ
た
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
内
容
に
よ
っ
て
分
類

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
目
録
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、

詔
勅
（
巻
一

ー
三
）
、
礼
部
次
口
（
巻
四
ー
六
）
、
福
建
布
政
使
司
等
次
口
（
巻
七

|
―
-
）
、
表
奏
（
巻
―
ニ
ー
一
五
）
、
国
王
沓
（
巻
一
六
ー
ニ
二
）
、
符
文
（
巻

―――――
ー
ニ
七
）
、
執
照
（
巻
一
八
ー
三
五
）
、
弘
光
文
稿
（
巻
二
六
）
、
隆
武
文

稿
（
巻
二
七
）、

ロ
ロ
王
文
稿
（
巻
二
八
）
、
移
秤
回
杏
（
巻
二
九
）
、
移
葬

杏
（
巻
四
0
•
四
一
）
、
移
葬
執
照
（
巻
四
二
）
、山
南
王
併
懐
機
文
稿
（
巻

四
三
）
、
琉
球
録
（
巻
四
四
ー
四
九
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
第
一
―集

以
下
の
巻
別
が
基
本
的
に
年
時
順
に
作
ら
れ
て
い
る
の
と
異
っ
て
い
る
。
第

一
集
は
良
く
整
理
さ
れ
た
結
果
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

収
録
文
書
の
形
式
（
一
）

以
上
の
文
書
の
形
式
の
中
で
、
詔
勅
は
明
・
清
両
朝
の
皇
帝
が
頒
賜
す
る

文
書
で
、
多
く
は
琉
球
国
の
進
貢
使
・
謝
恩
使
な
ど
が
、
北
京
に
赴
い
て
賜

与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
側
か
ら
の
冊
封
使
が
琉
球
国
に
至
っ

て
開
読
す
る
冊
封
の
詔
書
、
先
王
に
対
す
る
諭
祭
文
な
ど
も
収
め
ら
れ
て
い

る
。
他
方
、
琉
球
国
と
の
外
交
に
直
接
関
係
の
な
い
も
の
、
た
と
え
ば
、
皇

帝
登
位
詔
・
大
婚
詔
．
冊
立
皇
子
詔
・
定
諮
号
詔
な
ど
も
あ
る
。

礼
部
次
口
は
琉
球
国
が
明
・
清
両
朝
の
礼
部
に
対
し
て
請
う
こ
と
、
朝
貢
規

定
な
ど
の
解
釈
措
置
に
対
す
る
要
請
な
ど
に
対
し
て
、
中
国
側
の
回
答
し
た

文
書
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
杏
は
同
列
の
官
庁
間
で
授
受
す
る
文
書
形
式
で
あ
る
。
中
国

で
は
琉
球
国
な
ど
の
従
属
的
地
位
に
あ
る
周
辺
諸
国
を
皇
帝
の
下
の
官
庁
と

同

一
視
し
た
た
め
に
、
礼
部
と
琉
球
国
と
が
同
列
に
扱
わ
れ
、
次
口
文
に
拠
っ

た
の
で
あ
る
。

布
政
司
は
地
方
行
政
官
庁
で
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
は
琉
球
が
朝
貢

す
る
場
合
に
入
港
す
る
福
州
を
管
轄
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
福
建
布
政
司
と

琉
球
国
と
の
関
係
は
深
く
、
朝
貢
を
初
め
と
す
る
各
種
の
案
件
に
つ
い
て
両

者
問
で
文
書
が
往
来
さ
れ
た
。
琉
球
国
側
か
ら
の
次
口
は
後
述
の
国
王
次
口
を
参

照
す
る
こ
と
。
な
お
、
福
建
布
政
司
か
ら
の
次
口
文
の
他
に
、
浙
江
提
刑
按
察

司
・
欽
差
福
建
総
鎮
府
等
の
機
関
か
ら
琉
球
国
に
至
っ
た
文
書
も
こ
こ
に
入

っ
て
い
る
。

表
奏
は
、
琉
球
国
王
が
中
国
皇
帝
に
対
し
て
捧
呈
す
る
文
書
で
、
表
は
上

奏
書
で
あ
り
、
奏
は
進
貢
・
謝
恩
の
通
告
、
官
生
の
入
監
な
ど
に
つ
い
て
の

請
乞
な
ど
の
文
書
で
あ
る
。
ま
た
箋
は
皇
后
・
皇
太
子
に
捧
呈
す
る
も
の
に

使
用
し
た
。

国
王
杏
は
琉
球
国
王
が
礼
部
ま
た
は
福
建
布
政
司
に
提
出
す
る
文
書
で
あ

る
。
前
述
の
礼
部
次
ロ
・
福
建
布
政
使
司
等
の
次
口
に
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
。

符
文
は
、
琉
球
国
王
が
中
国
に
朝
貢
や
謝
恩
の
使
節
を
派
遣
す
る
に
当
っ

て
、
北
京
に
赴
く
正
式
使
節
の
証
明
書
と
し
て
給
与
す
る
文
書
で
あ
る
。

使
節
の
目
的
・
船
数
・
船
字
号
・
半
印
勘
合
数
・
乗
船
人
数
・
官
員
姓
・

貨
物
数
量
な
ど
を
記
載
し
、
文
尾
に
「
右
符
文
付
某
等
人
」
と
携
帯
者
を
明

記
し
て
い
る
。
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四 執
照
は
、
琉
球
国
王
が
中
国
に
派
遣
す
る
使
者
の
乗
船
の
証
明
書
で
、
琉

球
か
ら
福
州
ま
で
の
通
行
許
可
証
と
な
る
、
一
般
に
船
長
ま
た
は
通
事
に
発

給
す
る
。
進
貢
船
二
隻
の
時
は
毎
船
に
出
給
し
、

一
号
船
の
執
照
は
存
留
通

事
に
、

二
号
船
執
照
は
在
船
通
事
に
与
え
ら
れ
た
。
文
未
に

「経
過
関
津
把

陰
去
処
及
沿
海
巡
哨
官
軍
験
実
即
便
放
行
」
と
そ
の
目
的
を
記
し
、
使
者
そ

の
他
の
乗
員
を
列
記
し
た
。

弘
光
文
稿
と
隆
武
文
稿
に
つ
い
て
、
弘
光
は
い
わ
ゆ
る
南
明
の
福
王
、
隆

武
は
南
明
の
唐
王
の
年
号
で
、
両
王
の
時
期
の
琉
球
国
と
の
関
係
あ
る
文
書

の
集
録
で
、
両
王
の
頒
布
し
た
詔
書
、
琉
球
国
王
の
南
明
に
対
し
て
発
し
た

表
奏

・
符
文

・
執
照
等
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ロ
王
は
監
国
王
か
魯
王
か
と
さ
れ
る
が
、
構
成
と
し
て
た
て
ら
れ
た
も

の
の
、
実
際
に
は
こ
の
巻
は
内
容
が
な
く
、
初
め
か
ら
無
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。

弘
光
・
隆
武
文
稿
に
は
目
録
の
巻
三
十
六
・
三
十
七
の
下
に

「詔
杏
執
照
」

「
詔
杏
表
奏
符
文
執
照
」
と
内
容
を
示
し
て
い
る
の
に
、
「
巻
之
三
十
八
」

の
下
に
は
内
容
の
説
明
が
な
い
の
も
、
巻
数
は
立
て
た
が
そ
の
内
容
が
無
か

っ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

収
録
文
書
の
形
式
（
二
）

移
葬
回
杏
は
、
琉
球
国
と
朝
鮮
国
お
よ
び
遁
羅
国
（
タ
イ
の
ア
ュ
タ
ヤ
朝
）

ほ
か
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
琉
球
国
へ
の
文
書
を
収
め
る
。

一
九
七
五

移
葬
杏
は
、
琉
球
国
か
ら
前
記
の
諸
国
に
当
て
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
中

に
は
、
中
国
か
ら
入
手
し
た
陶
磁
器
類
を
持
っ
て
行
き
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
の
産
物
を
手
に
入
れ
、
こ
れ
を
中
国
へ
の
進
貢
品
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
場
合
が
多
い
。

移
葬
執
照
は
、
琉
球
国
王
か
ら
上
記
諸
国
に
往
来
す
る
使
節
の
乗
船
の
証

明
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、

今
差
去
人
員
別
無
文
憑
、
誠
恐
到
虚
官
司
盤
阻
不
便
。
王
府
除
外
、

今

給
玄
字
壼
伯
染
拾
陣
被
半
印
勘
合
執
照
。
付
正
使
佳
満
度
等
収
執
前

去
。
如
遇
経
過
関
津
把
陰
去
虚
、
及
沿
海
巡
哨
官
軍
瞼
賓
即
便
放
行
、

母
得
留
難
因
而
遅
懐
不
便
。
所
有
執
照
、

須
至
出
給
者
。
（一

ー
四
ニ
ー

0
三
）

と
の
文
面
が
あ
る
よ
う
に
、
航
海
途
中
で
通
行
す
る
中
国
の
官
憲
に
対
し
て

も
考
慮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
移
葬
回
杏
、
移
葬
笞
お
よ
び
移
蝉
執
照
な
ど
に
よ
っ
て
、
北
は
朝

鮮
、
南
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
琉
球
と
の
交
流
関
係
が
良
く
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

山
南
王
併
懐
機
文
稿
は
、
山
南
王
他
魯
毎
と
明
朝
と
の
間
の
文
書
、
お
よ

び
琉
球
国
王
相
懐
機
と
旧
港
等
と
の
往
復
文
書
で
あ
る
。

山
南
王
他
魯
毎
と
王
相
懐
機
と
の
、

三
山
統

一
頃
に
お
け
る
特
別
な
在
り

方
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
山
南
王
他
魯
毎
が
琉
球
国
の
従
属
国
で
あ
っ
た

こ
と
を
良
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
拙
稿
「
琉
球
國
の
三
山
統
一
に
つ
い
て
の

新
考
察
」

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
二
八
の
―
-、
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巻
で
あ
っ
て
、
巻
三
八
お
よ
び
巻
四
四
以
下
の
計
七
冊
の
内
容
は
編
修
さ
れ

年
参
照
）
。

目
録
に
よ
る
と
、
巻
四
四
以
下
は
使
琉
球
録
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
巻
四
四
・
四
五
は
繭
崇
業
・
謝
木
べ
巻
四
六
•
四
七
は
夏

子
陽
・

王
士
禎
、
巻
四
八
は
杜
三
策
・
楊
捨
、
巻
四
九
は
張
学
礼
・
王
核
を
収
め
る

筈
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
使
琉
球
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
最
初
と
し
て
知
ら
れ
る
陳
侃

（
刊
本
は
嘉
靖
甲
午
十
三
年
序
）
お
よ
び
そ
れ
に
次
ぐ
郭
汝
課
（
刊
本
は
嘉

靖
辛
酉
四
十
一
年
自
序
）
が
あ
る
。
こ
の
両
書
を
除
い
た
理
由
は
何
故
で
あ

ろ
う
か
。
或
は
刊
本
を
収
録
し
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
爾
崇
業

・

謝
木
応
は
刊
本
が
あ
り
、
夏
子
陽
・
王
士
禎
は
刊
本
が
無
か

っ
た
が
、
両
書

と
も
最
近
に
な
っ
て
台
北
の
故
宮
博
物
院
よ
り
見
付
か
っ
た
か
ら
、
民
国
五

十
八
年
に
影
印
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
当
時
の
琉
球
国
で
は
見
難
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
杜
三
策
の
使
琉
球
録
に
当
る
も
の
は
、

『杜
天
使
冊
封
琉

球
真
記
奇
観
』
と
い
う
名
で
、
他
の
使
琉
球
録
と
は
異
る
も
の
が
知
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
巻
四
四
か
ら
四
九
ま
で
の
使
琉
球
録
は
編

集
当
時
に
収
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

東
恩
納
寛
惇

『黎
明
期
の
海
外
交
通
史
』
（
同
全
集
三
）
の
序
に
よ
る
と
、

「
第
一
集
四
十
二
冊
」
と
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
歴
代
宝
案
目
録
』
（『歴

代
宝
案
研
究
』
創
刊
号
、
富
島
牡
英
氏
紹
介
）
に
よ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
巻
三
八
と
巻
四
四
ー
四
九
を
除
い
た
の
が
四
十
二

係
す
る
文
書
の
全
部
が
筆
写
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
次

項
六
を
参
照
）
。
後
で
有
用
な
文
書
が
重
視
さ
れ
た
。
従
っ
て
尚
王
家
の
第

一
代
と
さ
れ
る
思
紹
か
ら
尚
巴
志
へ
の
引
継
の
時
期
が
重
要
で
、
そ
の
点
の

文
書
か
ら
初
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

永
楽
二
十
二
年
八
月
十
六
日
付
は
永
楽
帝
の
崩
御
を
報
ず
る
勅
諭

(O
-

|
0
二
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
で
洪
煕
元
年
二
月
一
日
付
の
皇
帝
即
位
の

詔

(O
一
ー
〇
三
）
が
あ
り
、
同
日
付
の
故
国
王
思
紹
の
諭
祭
文

(O
-
|

0
四
）
、
尚
巴
志
を
冊
封
す
る
勅
諭

(O
一
ー
〇
五
）
、
国
王
尚
巴
志
お
よ
び

王
妃
へ
の
頒
賜
品
目
録

(O
-
|
0
六
）
と
あ
る
（
歴
代
賣
案
第

一
集
年
時

順
目
録
を
参
照
）
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と、

三
山
を
統

一
し
琉
球
王
国
の
事

実
上
の
創
始
者
で
あ
る
尚
巴
志
の
即
位
と
冊
封
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ

っ
た
明
朝
の
永
楽
帝
の
崩
御
と
洪
熙
帝
の
即
位
と
い
う
、

琉
球
国
お
よ
び
明

朝
双
方
の
画
期
的
事
件
を
歴
代
賣
案
の
最
初
の
文
書
と
し
た
こ
と
は
十
分
に

察
せ
ら
れ
る
。

琉
球
国
の
史
籍
で
あ
る
『
中
山
世
譜
』
に
歴
代
賓
案
が
利
用
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
誤
解
は
、
い
わ
ゆ
る

察
鐸
本
『
中
山
世
譜
』
が
近
頃
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由

『歴
代
賣
案
』
の
内
容
は
、
そ
の
所
蔵
目
的
か
ら
考
え
て
、
必
ず
し
も
関

五

『中
山
世
譜
』

・
家
譜
と
の
関
係

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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で
あ
ろ
う
。

昭
和
四
十
七
年
、
県
立
博
物
館
の
蔵
書
の
中
か
ら
察
鐸
本
が
見
付
か
る

と
、
そ
の
翌
年
、
嘉
手
納
宗
徳
氏
が
そ
の
書
誌
的
研
究
を
執
筆
し
た
（
「
禁

鐸
本

『中
山
世
譜
』
に
つ
い
て
」

『沖
縄
文
化
研
究
』
ー、

一
九
七
四
年
、

後
に
同
氏

『琉
球
史
の
再
考
察
』
に
再
録
）
。
そ
の
中
で
「
世
譜
は
、
一
応

世
鑑
を
漢
訳
し
な
が
ら
も
、

『歴
代
賣
案
』
を
中
心
に
世
鑑
の
誤
り
を
批
判

し
訂
正
し
、
ま
た
補
足
し
て
い
る
。
文
中
「
在
案
」
の
案
は

『歴
代
賓
案
』

の
こ
と
で
、
禁
鐸
が
世
譜
の
校
正
官
を
任
命
さ
れ
た
と
き
、
ほ
と
ん
ど
時
を

同
じ
く
し
て
禁
鐸
等
四
人
が
天
妃
宮
に
あ
っ
た
詔
勅
・
外
交
文
書
の
類
を
再

修
し
た
の
が
、
現
存
す
る

『歴
代
賣
案
』
で
あ
る
。
（
中
略
）
察
鐸
は
自
ら

の
手
で
賣
案
を
改
修
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
自
由
に
駆
使
し
て
、
世
鑑
の

誤
り
を
訂
正
し
ま
た
補
足
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
禁
鐸
本
に
は
、
琉
球
と
明
朝
と
の
国
交
の
記
事
に
つ
い
て
、
し
ば
し

ば
「
在
案
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
在
案
」
が
「
歴
代
賓
案
に
在
り
」

の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
、
嘉
手
納
氏
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
在
案
」

と
あ
る
記
録
を

『歴
代
賓
案
』
に
当
る
と
、
そ
の
記
事
内
容
が
一
致
す
る
の

で
あ
る
。

家
譜
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
系
図
座
が
設
置
さ
れ
る
と
、
歴
代
賓
案
の
所

記
内
容
は
各
家
の
家
譜
の
資
料
と
し
て
、
大
い
に
記
録
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
初
期
の
間
は
、
歴
代
賓
案
の
記
述
を
家
譜
に
利
用
し
た
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
初
期
に
お
い
て
、
家
譜
の
記
述
と
歴

代
賓
案
の
所
載
と
の
間
に
あ
っ
て
、
賓
案
の
記
述
が
家
譜
に
利
用
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
（
田
名
真
之
「
琉
球
家
譜
の
成
立
と
そ
の
意
義
」

『沖
縄
史
料
編

集
所
紀
要
』
四
、
一
九
七
九
年
参
照
）
。

『歴
代
賓
案
』
の
史
料
価
値

『歴
代
賓
案
』
は
久
米
系
に
存
し
、
久
米
系
の
外
交
担
当
者
の
参
考
資
料

と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
・
清
そ
の
他
か
ら
外
交

文
書
が
至
る
と
、
こ
れ
を
写
し
、
ま
た
明
・
清
そ
の
他
に
対
す
る
外
交
文
書

が
必
要
と
な
る
と
、
そ
の
草
案
を
作
っ
た
。

進
貢
す
る
場
合
に
、
礼
部
・
福
建
布
政
司
そ
の
他
に
宛
て
る
書
案
が
必
要

で
あ
り
、
一
方
、
中
国
そ
の
他
か
ら
の
文
書
を
読
み
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答

を
作
る
の
が
久
米
系
の
人
で
、

『歴
代
賣
案
』
は
そ
の
参
考
資
料
と
し
て
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
現
存
の
鎌
倉
・
東
恩
納
な
ど
の
影
印
本
を
見
る
と
、

句
読
点
を
付
し
た
り
、
固
有
名
詞
に
傍
線
・
圏
点
な
ど
を
付
け
て
あ
る
の
は
、

久
米
系
の
人
々
の
外
交
文
書
に
対
す
る
勉
強
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
文
書
の
字
数
を
数
え
た
他
、
「
再
酎
正
之
」
と
い
う
対
校
を
行
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
後
世
の
参
考
と
し
て
大
事
に
扱
わ
れ
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。
中
国
あ
て
の
文
書
案
に
同
じ
文
面
が
二
通
あ
り
、
使
者
の
名
が
欠
け

て
い
る
こ
と
も
同
じ
事
情
に
よ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『明
会
典
』『
清
会
典
』
そ
の
他
の
中
に
国
際
関
係
の
規
定
は
あ
る
が
、
原

則
的
な
も
の
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『歴
代
賣
案
』

で
は
、
国
際
間
の
実
情
を
良
く
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
通
常
の
朝

六
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歴
代
賣
案
が
編
修
さ
れ
た
後
、

王
城
に
移
さ
れ
た
も
の
は
、
明
治
政
府
に

引
継
が
れ
、
そ
の
後
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
言
わ
れ

七
貢
に
お
い
て
も
、
皇
帝
の
ほ
か
に
、
礼
部
・
福
建
布
政
使
司
あ
て
の
書
簡
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
朝
貢
貿
易
の
実
情
か
ら
、
漂
着
民
の
送
還
な
ど

各
種
の
事
例
が
示
さ
れ
る
。

冊
封
使
を
迎
え
る
に
つ
い
て
は
、
使
節
派
遣
の
要
請
か
ら
、
琉
球
国
に
至

っ
て
か
ら
の
日
々
、
無
事
本
国
に
引
揚
げ
る
ま
で
の
事
な
ど
が
示
さ
れ
、
使

琉
球
録
と
表
裏
す
る
次
第
が
あ
る
。

ま
た
、
崇
禎
登
位
詔
の
如
く
、

『
明
実
録
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
な
い
も
の

も
あ
る
。
そ
の
前
の
皇
帝
の
詔
で
も
、
実
録
の
も
の
と

『歴
代
賓
案
』

と
は

異
な
り
、

『歴
代
賓
案
』
の
方
が
良
好
と
思
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
。

明
朝
末
期
か
ら
清
朝
興
起
に
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
に
は
王
朝
交
替
の
大
事

件
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
南
明
の
史
料
は
必
ず
し
も
十
分
に
存

す
る
と
は
言
え
な
い
が
、
琉
球
国
は
南
明
と
関
係
深
く
、
楊
雲
葬
・
頼
永
祥

両
氏
の
研
究
、
最
近
で
は
高
瀬
恭
子
「
明
清
交
替
時
の
琉
球
国
の
対
中
国
姿

勢
」
（
『お
茶
の
水
史
学
』
二
ニ
、

昭
和
五
十
四
年
）
同
「
尚
明
の
隆
武
二
年

に
お
け
る
琉
球
国
の
遣
使
」
（『南
島
史
学
』
一
六
、
同
五
十
五
年
）
な
ど
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
明
史
料
と
し
て
も
他
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
内
容
が

あ
る
。

歴
代
賣
案
の
公
開

久
米
村
天
妃
宮
に
蔵
せ
ら
れ
た
も
の
は
、
久
米
系
の
有
力
者
の
間
を
転
々

と
し
た
後
、
天
尊
廟
内
の
事
務
所
に
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
群
に
対
し
沖
縄
県

立
図
書
館
に
移
管
す
る
希
望
が
生
じ
、
移
管
す
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
元
館
長
島
袋
全
殺
氏
の

『歴
代
資
案
顧
末
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

『歴
代
宝
案
研
究
』
創
刊
号
に
は
、
「
『歴
代
資
案
』
の
県
立
図
書
館

移
管
時
の
新
聞
記
事
（
昭
和
八
年
）
」
が
あ
り
、

『沖
縄
日
報
』
昭
和
八
年

十
一
月
・
十
二
月
の
記
事
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、
昭
和
八
年
十
一
月
十
二
日
に
久
米
村
長
老
会

議
で
移
管
を
決
定
し
、
同
月
十
五
日
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
挙
に
よ
っ
て
、

『歴
代
賣
案
』
が
初
め
て
研
究
者
の
間
に
公
開
さ
れ
、
そ
の
内
容
価
値
が
認

識
さ
れ
、
抄
写
と
そ
の
研
究
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
第
一
集
の

写
本
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

鎌
倉
氏
は
大
正
十
年
(
-
九
―二

）
に
沖
縄
県
女
子
師
範
学
校
と
第

一
高

等
女
学
校
の
美
術
教
諭
と
し
て
赴
任
し
て
以
来
、
沖
縄
の
古
文
化
財
遺
産
の

収
集
保
存
に
関
心
を
示
し
、
そ
の
後
も
鋭
意
調
査
を
続
け
、
そ
の
一
環
と
し

て

『歴
代
賓
案
』
を
撮
影
し
た
の
で
あ
る
。

同
氏
と
伊
東
忠
太
氏
と
の
共
著

『南
海
古
陶
登
』
の
自
序
に
「
昭
和
六
年

末
に
至
り
、
多
年
捜
査
を
続
け
つ
>
あ
り
た
る
那
覇
久
米
村
所
管
の
諸
国
通

交
慣
例
文
書

『歴
代
賣
案
』
は
発
見
さ
れ
、
同
八
年
八
月
、
同
地
天
尊
廟
に

（
一
）
鎌
倉
芳
太
郎
氏
影
印
本

る。
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於
て
之
を
影
写
せ
り
。」
と
記
し
、
同
書
の
前
書
「
再
版
に
際
し
て
」
の
中
に
「
昭

和
六
年
、

『歴
代
賣
案
』
が
、
沖
縄
県
那
覇
市
久
米
神
村
家
に
於
て
発
見
さ
れ
、

直
ち
に
同
市
波
上
天
尊
廟
に
移
管
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
、
同
八
年
夏
、
現

地
に
赴
き
自
ら
理
研
陽
光
印
画
紙
を
用
い
て
、
明
代
四
十
七
冊
本
そ
の
他
を

影
写
し
た
。」
と
も
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

『鎌
倉
本
』
巻
三
の
巻
末
に
林
大

昌
氏
（
久
米
村
の
幹
部
で
元
天
尊
廟
管
理
長
の
名
嘉
山
大
昌
）
が
鎌
倉
氏
に

宛
て
た
八
月
十
五
日
付
の
書
簡
が
付
い
て
い
る
。
（巻

一
、
二
は
巻
末
が
亡

侠
し
て
い
る
か
ら
、
後
書
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
）
。
す
な
わ
ち
、

『歴
代
賣
案
』
が
県
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
る
約
三
ヵ
月
前
、
八
月
十
五
日

前
後
に
天
尊
廟
で
撮
影
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
諸
本
の
中
で
は
最
も
早
い
時
期
で
、
後
出
の
諸

異
本
に
く
ら
べ
て
欠
損
が
少
く
、
し
か
も
筆
写
で
な
く
写
真
撮
影
で
あ
る
か

ら
内
容
が
信
頼
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
鎌
倉
本
は
か
つ
て
東
大
史
料
編
纂
所
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
な
お
数
冊
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
鎌
倉
氏
自
身
か
ら
聞
い

た
。
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
の
創
立
時
、
鎌
倉
氏
の
遺
品
が
同
大
学
の
所
蔵
と

な
り
鎌
倉
本

『歴
代
賞
案
』
も
現
在
は
県
立
芸
大
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
県
立
芸
大
に
移
さ
れ
る
時
、
第

一
巻
及
び
第
―

二
巻
が
紛
失
し
た
の

は
実
に
遺
憾
で
あ
る
。
同
本
の
現
存
す
る
も
の
は
存
巻
表
に
示
し
た
よ
う
に

三
十
六
冊
で
あ
る
。
そ
の
中
で
巻
四
一
の
み
は
影
印
で
な
く
筆
写
本
で
あ
る

が
、
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
巻

一
・
巻

―
二
は
前
述
の
よ
う
に
現
在
紛

失
し
て
い
る
が
、
史
料
編
纂
所
で
マ
イ
ク
ロ
化
し
て
い
る
の
で
、
原
形
の
姿

を
見
る
こ
と
は
で
き
る

。

な
お
、
鎌
倉
本
に
現
在
欠
け
て
い
る
巻
六
・
一
―
•

一
四
・

ニ―

・
ニ
六
・

三一

の
諸
巻
は
鎌
倉
氏
の
手
元
で
更
に
発
見
さ
れ
る

希
望
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
遺
品
が
整
理
さ
れ
た
現
在
で
は
、
望

み
は
絶
た
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
本
は
現
存
諸
本
の
中
で
最
良
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
校
訂
本
で
底
本
に

採
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
利
用
に
際
し
て
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
が
あ
る
。
総
体
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
不
鮮
明
な
個
所
が
少
な
く
な
い
こ

と
で
あ
る
。
撮
影
の
時
期
が
昭
和
初
年
で
あ
る
か
ら
、
撮
影
技
術
も
フ
ィ
ル

ム
類
も
現
在
よ
り
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
同
時
に

一
般
に
公

開
さ
れ
て
い
な
い
文
書
を
恐
ら
く
特
別
な
配
慮
で
撮
影
を
許
可
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
短
期
間
に
急
い
で
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
虫
害
そ
の
他
に
よ
る
紙
の
め
く
れ
な
ど
を
手
直
し
せ
ず
そ
の

ま
ま
に
撮
影
し
て
あ
り
、
ま
た
印
画
紙
の
露
出
不
足
で
周
辺
部
が
ボ
ケ
て
い

る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る

。

例
え
ば
、
0
二
—

一
七
の
最
後
の
一
葉

は
他
の
筆
写
本
に
あ
る
の
に
鎌
倉
本
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
、
撮
影
を
急
い

だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
他
の
諸
本
で
誤
脱
す
る
点
が
鎌
倉
本
で
は

正
し
い
価
値
が
あ
る
一
方
、
原
本
あ
る
い
は
副
本
か
ら
の
筆
写
本
に
よ
っ
て

補
訂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
個
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
不
鮮
明
な

部
分
を
ペ
ン
書
で
補
記
し
た
り
、
ペ
ン
字
で
な
ぞ
っ
て
あ
る
文
字
が
あ
る
が

（巻

―
二
、

一
三

-
1
0な
ど
）
、
撮
影
の
後
に
か
す
れ
字
を
補
修
し
た
の

で
あ
ろ
う
（
そ
れ
等
は
東
恩
納
影
印
本
と
比
較
す
る
と
正
し
い
）
。
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（
二
）
東
恩
納
寛
惇
氏
影
印
本

い
わ
ゆ
る
青
写
真
の
影
印
本
で
あ
る
。
そ
の
撮
影
時
期
な
ど
は
明
確
で
な

い
が
、
鎌
倉
本
と
比
較
す
る
と
虫
害
破
損
が
大
き
い
の
で
、
同
本
よ
り
や
や

後
に
出
来
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
島
袋
の
前
掲
書
に
よ
る
と
、
東
恩
納
氏

は
昭
和
八
年
春
に
久
米
村
長
老
会
議
に
申
入
れ
て
、
外
遊
前
の
閲
覧
を
認
め

ら
れ
て
お
り
、
翌
年
一
月
四
日
付
の
『
琉
球
新
報
』
に
「
秘
書

『賓
案
』
に

よ
っ
て
確
め
ら
れ
た
尚
巴
志
王
の
墓
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
成
果

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
東
恩
納
氏
は
昭
和
八
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
十

二
月
ま
で
南
支
南
洋
の
調
査
旅
行
で
海
外
に
在
っ
た
か
ら
、
青
写
真
本
の
出

来
た
の
は
帰
国
後
の
昭
和
九
・
十
年
頃
と
す
る
田
名
真
之
氏
の
推
定
は
妥
当

で
あ
ろ
う
（
『
那
覇
市
史
・
歴
代
宝
案
第
一
集
抄
』
五
頁
）
。
こ
の
影
印
本
は

東
恩
納
文
庫
の
一
部
と
し
て
、
現
在
県
立
図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る。

こ
の
撮
影
は
、
鎌
倉
本
に
く
ら
べ
る
と
丁
寧
に
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
ハ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
不
鮮
明
な
部
分
は
殆
ん
ど
無
い
し
、
用
紙
の
め
く
れ

た
個
所
を
直
し
て
あ
っ
て
、
鎌
倉
本
で
不
明
な
字
が
判
読
で
き
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
現
存
す
る
の
は
二
十
四
冊
で
、
鎌
倉
本
よ
り
少
な
い
の
で
あ
る

が
、
鎌
倉
本
に
欠
け
て
い
る
巻
二
六
・
三
一
・

四
一
が
あ
る
の
で
同
本
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
（
凡
例
の
存
巻
表
参
照
）
。

慎
重
に
撮
影
さ
れ
た
結
果
、
本
文
だ
け
で
な
く
紅
型
様
の
表
紙
、
裏
表
紙
、

内
表
紙
ま
で
の
写
真
が
あ
り
、

『歴
代
賣
案
』
の
原
形
が
か
な
り
良
く
知
ら

れ
る
。
校
訂
本
の
表
紙
・
扉
の
復
原
に
も
役
立
っ
た
。

撮
影
時
期
は
鎌
倉
本
よ
り
少
し
後
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
意

外
に
虫
害
や
破
損
が
進
行
し
て
い
る
の
に
驚
く
。
例
え
ば
、
鎌
倉
本
に
存
す

る
三
ニ
ー

ニ
五
文
書
•
四
ニ
ー

三
八
文
書
の
末
尾
の
下
部
は
東
恩
納
本
で
は

亡
失
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
そ
の
様
な
文
字
の
欠
損
に
つ
い
て
補
う
べ
く
、

東
恩
納
氏
は
随
処
に
い
わ
ゆ
る
書
込
み
を
行
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
東
恩
納
筆

写
本
（
後
述
）
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
校
訂
本
で
は
推

定
と
し
て
処
理
し
た
。

（三
）
旧
県
立
沖
縄
図
書
館
副
本

戦
時
中
、
北
部
沖
縄
の
国
頭
郡
羽
地
村
の
源
河
部
落
に
疎
開
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
っ
て
一
部
が
回
収
さ
れ
た

(
S
a
k
a
m
a
k
i

,S
h
u
n
z
o
,R
y
u
k
y
u
.P
.
4
3
.
 ~ 間
朝
教
氏
ほ
か
が
掘
っ
た
）
。
こ
れ
が
那
覇
に

齋
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
民
政
府
の
直
轄
し
た
那
覇
の
琉
米
文
化
会
館
に
蔵
さ

れ
た
（
昭
和
四
十
一
年
十
月
、
琉
球
大
学
教
授
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
歴
代
賓
案
副
本
の

一
部
は
ア
メ
リ
カ
軍
人
の
中
に
持
っ
て
い
る
者
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
由
で
あ
っ
た
）
。
琉
球
の
本
士
復
帰
後
に
、
同
会
館
が
那

覇
市
立
図
書
館
に
移
行
し
た
の
に
と
も
な
っ
て
、
こ
の
副
本
は
同
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
も
の
は
三
十
一
冊
で
あ
る
が
、
巻

一
（
甲
乙
は
筆
者
が
付
け
た

便
宜
的
区
別
）
が
重
複
し
て
い
る
か
ら
、
内
容
と
し
て
は
三
十
巻
分
に
当
る

（
存
巻
表
参
照
）
。
な
お
、
琉
米
文
化
会
館
の
当
時
、
こ
の
写
本
を
ハ
ワ
イ

大
学
の
E
a
s
t
,
 
W
e
s
t
 C
e
n
t
e
r
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
り
、
国
立
国
会

図
書
館
は
ハ
ワ
イ
大
学
の
寄
贈
に
よ
り
、
そ
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
し
て
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い
る
由
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
八
年
十
一
月
、

『歴
代
賓
案
』
原
本
が
天
尊
廟
か

ら
当
時
の
県
立
医
書
館
に
移
管
さ
れ
る
時
、
「
原
本
ハ
厳
重
二
保
管
シ
別
二

写
本
を
作
製
シ
テ
一
般
研
究
者
に
閲
覧
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」
と
い
う
条
件
で
あ

っ
た
（
島
袋
全
骰

『歴
代
賓
案
顛
末
記
』
）。
こ
の
た
め
、
移
管
直
後
か
ら

副
本
が
筆
写
作
製
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
年
時
に
つ
い
て
は
現
在
の
残
存
諸
巻

を
見
る
と
、
各
巻
に
後
書
が
あ
っ
て
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
の
市
立
図

書
館
蔵
本
に
つ
い
て
見
る
と
、
巻
四

0
の
巻
末
に
「
昭
和
八
年
十
一
月
甘
五

日
、
桑
江
克
英
璽
与
」
と
あ
る
の
が
早
く
、
巻

二
七
・
三
六
•
四

一
の
各
巻

末
に
「
昭
和
十
年
三
月
、
桑
江
克
英
筆
写
」
と
あ
る
の
が
遅
い
か
ら
、
昭
和

八
年
十
一
月
か
ら
同
十
年
三
月
ま
で
に
か
け
て
副
本
が
筆
写
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
筆
写
の
後
記
の
次
に
続
い
て
、
例
え
ば
巻

一
乙
に
「
昭
和
十

四
年
八
月
四
日
校
合
」
と
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
存
の
諸
巻
で

見
る
と
、
昭
和
十
四
年
八
月
四
日
か
ら
同
月
十
七
日
に
か
け
て
原
本
と
校
合

さ
れ
た
記
載
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
現
存
諸
巻
で
見
る
限
り
、

昭
和
八
年
十
一
月
か
ら
同
十
年
三
月
ま
で
に
筆
写
さ
れ
、
同
十
四
年
八
月
に

校
訂
作
業
を
了
え
て
完
成
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
書
か
ら
見
る
と
筆
写
は

巻
数
順
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

桑
江
克
英
氏
は
久
米
系
で
当
時
の
沖
縄
で
有
数
の
漢
学
者
で
あ
っ
た
か
ら

（『沖
縄
大
百
科
事
典
』
そ
の
項
）
、

『歴
代
賓
案
』
移
管
の
条
件
で
あ
る
副

本
の
作
製
に
は
好
＜
適
し
た
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
十

一
月
十
五

日
に
移
管
さ
れ
、
同
月
廿
五
日
か
ら
十
二
月
ま
で
に
巻

一
七
・

ニ
三

・
ニ
五

•
四
0
•

四
三
が
桑
江
克
英
筆
写
と
さ
れ
て
い
る
作
業
量
の
進
度
と
、
筆
写

が
巻
数
順
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
筆
写
の
字
体
が
一
様
で
な
い
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
桑
江
氏
は
責
任
者
と
し
て
副
本
作
製
を
統
轄
し
た

の
で
、
筆
写
し
た
の
は
複
数
者
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

う
し
た
事
情
の
故
に
、
後
に
校
合
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

旧
県
立
図
書
館
副
本
で
注
意
す
べ
き
は
、
現
存
す
る
三
十

一
冊
の
体
裁
が

一
様
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
県
立
医
書
館
の
蔵
印
に
二
種
あ
り
、

大
部
分
の
二
二
冊
に
は

「沖
縄
県
立
沖
縄
図
書
館
」
の
蔵
印
が
あ
る

一
方、

巻
ニ
・
三

・
六
・
八
・
九
・
―

-
．
一
五
・

ニ
O
・
ニ
ニ
の
九
冊
の
蔵
印
は

「
沖
縄
図
書
館
」
と
い
う
別
種
の
所
蔵
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
諸
巻
に
は
前
述
し
た
校
合
の
記
録
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
県
立
図

書
館
の
副
本
が

一
様
で
な
い
の
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、

用
紙
に
つ
い
て
、
大
部
分
の
巻
は
柱
に

「歴
代
賞
案
、
巻
之
口
、
久
米
村
」

と
正
式
に
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
で
あ
る
の
に
、
巻
一
七
・

ニ
三

・
ニ
五
・
四

0

•
四
三
な
ど
は
、
整
っ
た
印
刷
で
は
な
く
、
柱
が
ガ
リ
版
刷
の
用
紙
に
筆
写

さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
リ
版
刷
用
紙
に
筆
写
さ
れ
た
諸
巻
は
、
上
記
の
よ
う
に
、

す
べ
て
十
二
月
ま
で
の
移
管
直
後
の
巻
で
あ
る
か
ら
、
当
初
は
正
式
の
用
紙

が
間
に
合
わ
ず
、
仮
の
用
紙
を
使
用
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
横
山
重
氏
筆
写
本

現
存
十
三
冊
で
、
現
在
は
横
山
氏
の
他
の
蔵
書
類
と
共
に
法
政
大
学
沖
縄

文
化
研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
筆
写
本
に
つ
い
て
は
、
横
山
氏
自
身
の
談
話
が
あ
り
（
『文
学
』
四

O
I
四
）
、
要
約
す
る
と
、
「
天
妃
廟
に
あ
っ
た
も
の
を
筆
写
さ
せ
た
。
百
冊

ぐ
ら
い
で
、
一
年
か
一
年
半
で
や
っ
た
。
東
恩
納
寛
惇
氏
に
送
っ
て
校
訂
を

依
頻
し
、
何
十
冊
か
手
元
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
十
二
冊
（
十
三
の
誤
か
）

が
戻
っ
て
来
て
、
残
り
の
二
十
冊
か
―
―
十
五
冊
ほ
ど
は
東
恩
納
氏
の
所
に
あ

っ
た
ま
ま
琉
球
に
行
っ
た
。
あ
と
の
三
十
冊
か
五
十
冊
は
戦
災
で
焼
け
た
」

と
い
う
。
記
憶
ち
が
い
の
点
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
横
山
本
十
三
冊
に

は
た
し
か
に
校
訂
の
跡
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
恩
納
文
庫

筆
写
本
の
欠
巻

は
巻
一
•
四
・

―
ニ
・
一
六
・

一
七
・
ニ
三
・
ニ
八
・
三
四
・
三
九
ー
四
三
と
巻
三
八
で
あ
る
が
、

横
山
本

の
現
存
巻
と
く
ら
べ
る
と
、
横
山
本
に
巻
二
四
が
あ
り
、
巻
三
四
・

三
八
を

欠
い
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
現
存
巻
は
東
恩
納
筆
写
本
の
欠
巻
と

一
致
す

る
。
し
た
が
っ
て
東
恩
納
筆
写
本
と
横
山
本
と
併
せ
て
一
の
筆
写
本
と
考
え

て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
巻
二
四
が
重
複
す
る
が
、
他
の
筆
写
本
で
も
、
あ
る

巻
を
重
複
し
て
筆
写
す
る
こ
と
は
時
に
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
写

の
用
紙
が
「
歴
代
賣
案
、
巻
之
口
、
久
米
村
」
と
記
す
柱
が
ガ
リ
版
で
あ
る

こ
と
も
両
本
に
共
通
し
て
い
る
（
横
山
本
に
久
米
村
の
記
入
が
な
い
こ
と
あ

り）
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
横
山
本
の
筆
写
の
態
度
が
、
後
述
す
る
東
恩
納

筆
写
本
の
そ
れ
と
共
通
し
て
佳
良
な
写
本
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
東
恩
納
氏
筆
写
本

こ
の
本
の
筆
写
時
期
は
、
鎌
倉
本
よ
り
虫
害
が
多
く
（
巻
ニ
・三
な
ど
）
、

県
立
図
書
館
副
本
よ
り
虫
害
が
少
な
い
巻
が
あ
る
（
巻

―
-
．
一
四
・

ニ―

・
ニ
ニ
な
ど
）
こ
と
か
ら
考
え
て
、

『
歴
代
賣
案
』
の
旧
県
立
図
書
館
へ
の

移
管
前
後
、
昭
和
八
・
九
年
頃
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
写
の
跡
を
見
る
と
、
虫
害
な
ど
で
不
鮮
明
な
文
字
は
欠
字
に
し
、
推
測

に
よ
っ
て
安
易
に
欠
字
を
埋
め
て
い
な
い
。
推
定
さ
れ
る
文
字
を
添
書
と
し

て
示
し
て
あ
る
。
要
す
る
に
慎
重
な
態
度
で
、
原
本
に
忠
実
な
筆
写
本
と
言

え
る
。
も
っ
と
も
、
誤
写
が
目
立
つ
欠
点
が
あ
る
。

こ
の
筆
写
本
は
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
全
三
十
冊
で
あ
る
が
、
そ
の

中
で
巻
一
四
が
重
複
し
て
い
る
か
ら
内
容
は
二
十
九
巻
で
あ
る
。

台
湾
大
学
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
こ
の
所
蔵
本
に
つ
い
て
努
力
さ
れ
た
小
葉

田
淳
氏

「歴
代
賣
案
に
つ
い
て
」
（
『史
林
』
四
六
の
四
、
後
に

『歴
代
宝
案

研
究
』
創
刊
号
に
転
載
）
に
詳
し
い
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
台
北
帝
国
大
学

助
教
授
で
あ
っ
た
小
葉
田
氏
が
中
心
と
な
り
、
昭
和
十
一
年
か
ら
数
年
か
け

て
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
本
を
抄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
戦
後
に
現
在

の
台
湾
大
学
図
書
館
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
台
湾
大
学
で
は
全
巻
を

筆
写
し
、
通
常
は
後
出
の
も
の
が
閲
覧
に
供
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

民
国
六
十
一
年
(
-
九
七
二
）
に
な
っ
て
、
台
湾
大
学
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・

エ
ン
チ
ン
の
補
助
を
得
て
そ
の
所
蔵
す
る
台
湾
大
学
本
を
影
印
刊
行
し
た
。

こ
の
影
印
本
は
歴
代
賣
案
を
利
用
す
る
に
当
っ
て
研
究
を
促
進
す
る
に
役
立

っ
た
。
も
っ
と
も
、
欠
巻
が
訂
正
さ
れ
ず
、
ま
た
影
印
に
当
っ
て
誤
脱
や
錯

（
六
）
台
湾
大
学
図
書
館
蔵
本
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簡
の
類
が
少
な
か
ら
ず
、
研
究
に
は
注
意
を
要
す
る
。

な
お
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
）
に
、
国
立
中
央
研
究
院
は
台
湾
大

学
の

『歴
代
賓
案
』
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
コ
ピ
ー
を
作
り
、
東
洋

文
庫

・
琉
球
大
学
・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
燕
京
研
究
所
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
な

ど
に
配
布
し
た
。
マ
イ
ク

ロ
機
械
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
の
に
対
し

て
、
海
外
学
界
に
文
化
的
価
値
あ
る
資
料
を
提
供
し
た
由
で
有
意
義
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
に
不
慣
れ
の
故
か
、
焼
付
け
て
見
る
と
、

画
面
が
ぼ
け
て
い
た
り
脱
落
し
た
部
分
が
あ
る
。

台
湾
大
学
本
は
も
と
も
と
筆
写
の
際
に
、
虫
害
や
脱
片
を
推
定
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
原
本
の
誤
脱
を
訂
補
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
校
訂
本
の
頭
注
に
固
の
み
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
総
体
と
し
て
優

良
な
写
本
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
『歴
代
賓
案
』
の
原
本
が
失
な
わ
れ
た
中
で
、

一
集
か

ら
三
集

・
別
集
ま
で
、
最
も
分
量
の
多
い
筆
写
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

歴
代
賓
案
の
完
全
に
最
も
近
い
形
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
台
湾
大
学
本

の
存
在
の
功
績
は
大
で
、
研
究
上
に
重
要
で
あ
る
。

（
七
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
筆
写
本

こ
の
写
本
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
巻
一
の
巻
末
に
「
県
立
沖
縄
図
書
館
（
那

覇
市
美
栄
橋
町
）
二
謄
写
依
頼
、
昭
和
十
六
年
写
了
」
と
後
記
が
あ
る
か
ら

（
巻
四
三
の
巻
末
の
後
記
も
ほ
ぼ
同
じ
）
、
昭
和
十
六
年
に
県
立
図
書
館
の

『歴
代
賞
案
』
に
基
い
て
筆
写
さ
れ
出
来
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

こ
の
筆
写
本
は
旧
県
立
図
書
館
副
本
と
比
べ
る
と
、
各
巻
末
に
巻
ご
と
の

枚
数
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
内
容
に
お
い
て
正
誤
の

個
所
が
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
旧
県
立
図
書
館
副
本
は
昭

和
十
年
ま
で
に
筆
写
さ
れ
、
同
十
四
年
に
校
合
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か

ら
、
こ
の
副
本
が
研
究
用
に
供
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
史
料
編
纂
所
本
は

こ
の
副
本
に
基
づ
い
て
筆
写
さ
れ
、
昭
和
十
六
年
に
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
筆
写
本
の
冊
数
（
巻
数
）
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
の
巻
首
に
「
歴
代

賓
案
史
料
謄
写
本
（
全
三
十
八
冊
）
」
と
題
す
る
目
録
が
付
け
ら
れ
て
い
る

か
ら
、
三
十
八
冊
で
、
巻
四
三
ま
で
の
中
で
巻
五

•

1
0
・
 
二

―
・
ニ
ニ
と

巻

二
八
が
欠
け
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
巻
の
内
容
を
点

検
す
る
と
、
巻
一
四
と
す
る
の
は
実
は
巻
ニ

―
で
あ
り
、
巻
三
四
は
巻
一
四

で
あ
り
、
巻
二
五
は
巻

―二
の
誤
で
あ
る
。
こ
の
誤
解
の
も
と
は
、
次
の
事

情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
誤
っ
た
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
一
四
（
表

奏
の
順
治
六
年
I

康
熙
十
九
年
）
と
巻
ニ―

（
国
王
杏
の
順
治
六
年
I

康
熙

十
九
年
）
、
巻
――
五
（
執
照
の
康
熙
二
十

一
年
ー
同
三
十
五
年
）
と
巻
二
二

（国

王
杏
の
康
熙
二
十

一
年
I

同
三
十
五
年
）
、
巻
三
四
（
執
照
の
順
治
六
年
I

康

熙
十
九
年
）
と
巻

一
四
（
前
掲
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
組
合
せ
も
、
文
書
の

形
式
は
異
な
る
の
に
同
一
期
間
の
巻
で
あ
る
た
め
に
生
じ
た
混
同
の
結
果
で

あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
欠
巻
は
巻
五

•

1
0
・
三
四
・

三
五
と
巻
三
八
と
訂
正
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
（
凡
例
の
存
巻
表
を
参
照
）
。
な
お
、
旧
県
立
図
書
館
副

本
の
残
巻
と
比
べ
る
と
、
史
料
編
纂
所
本
の
欠
巻
は
す
べ
て
副
本
の
残
巻
の
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中
で
も
欠
け
て
い
る
か
ら
、
史
料
編
纂
所
本
が
筆
写
さ
れ
た
時
期
に
、
何
ら

か
の
理
由
で
、
副
本
の
当
該
巻
が
欠
け
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
史
料
編
纂
所
本
の
欠
巻
は
前
述
の
東
恩
納
影
印
本
に
も
亦
た
欠
け
て
い

る
の
で
、
原
本
の
移
管
後
に
紛
失
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
八
）
鄭
良
弼
所
蔵
本

鄭
良
弼
は
久
米
系
の
人
で
、
嘉
慶
十
九
年
(
-
八
一
四
）
清
朝
に
至
り
、

清
の
法
律
書
を
く
わ
し
く
学
習
し
た
。
同
二
十
三
年
に
帰
国
す
る
と
、
平
等

所
大
屋
子
見
習
（
裁
判
所
判
事
補
）
に
対
し
て
大
清
律
令
を
講
義
し
、
ま
た

『琉
球
科
律
』
に
対
す
る
追
加
補
充
と
し
て

『新
集
科
律
』
を
編
集
し
た
。

か
く
し
て
、
道
光
十
六
年
(
-
八
三
六
）
に
長
史
司
（
進
貢
ほ
か
久
米
村

の
全
般
行
政
担
当
）
と
な
り
、
つ
い
で
紫
金
大
夫
の
官
位
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
同
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
が
来
航
し
、
貿
易
上
の
特

権
を
要
求
す
る
や
、
同
三
十
年
ま
で
那
覇
地
方
官
（
外
国
人
・
外
国
船
の
応

接
使
）
と
し
て
接
渉
し
た
。
そ
の
間
、
同
二
十
九
年
に
は
総
理
唐
栄
司
（
久

米
村
最
高
責
任
者
）
と
な
っ
た
久
米
系
の
大
官
で
あ
る
。
久
米
系
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
軍
艦
と
も
接
触
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
外
交
文
書
の
集
録

『歴
代

賓
案
』
を
抄
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
写
本
は
現
在
法
政
大
学
沖
縄
文
化

研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
る
。

こ
の
本
の
筆
写
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、

二
十
冊
本
の
中
に
嘉
慶
十

九
年
(
-
八
一
四
）
文
書
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
後
、
鄭
良
弼
の
死
去
し

た
咸
豊
冗
年
(
-
八
五
一
）
五
月
の
死
去
よ
り
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
鄭
良
弼
本
の
構
成
は
、
他
の
諸
写
本
と
異
っ
て
い
る
。
全
部

で
二
十
冊
で
あ
る
が
、
第
一
・
ニ
・
七
の
三
冊
は

『歴
代
賓
案
』
原
本
の
第

一
集
に
収
め
ら
れ
た
文
書
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
に
第
四
冊
の
末
尾
の
三
文

書
と
第
十
冊
の
最
初
の
二
文
書
が
第
一
集
に
あ
る
ほ
か
は
、
悉
く
第
一
一集
に

あ
る
文
書
で
あ
る
。
ま
た
、
第
六
冊
は
国
王
の
表
の
み
で
、
第
十
七
冊
は
国

王
の
奏
の
み
と
い
う
例
の
よ
う
に
、
文
書
の
形
式
に
よ
っ
て
統
一
し
た
と
思

わ
れ
る
巻
冊
が
あ
る
一
方
、
第
三
冊
は
恭
謝
天
恩
に
関
す
る
琉
球
・
清
朝
両

者
の
次
口
の
み
で
あ
り
、
第
十
四
冊
は
漂
流
難
民
の
解
送
に
関
す
る
両
国
の
笞

の
み
か
ら
成
る
よ
う
に
、
内
容
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
概
し
て
、
年

次
は
異
っ
て
も
、
同
類
の
文
書
あ
る
い
は
一
様
の
事
例
に
関
連
す
る
文
書
を

一
個
所
に
ま
と
め
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
毎
冊
の
初
め
の
目
録
の
中
に
も
認
め
ら
れ
る
。
目
録
に
は

年
次
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
往
々
に
し
て
年
次
の
傍
に
注
記
が
あ
り
、
「
有

密
次
E

」
（
第
二
冊
）
、
「
例
外
次
口
」
（
第
五
冊
）
、
「
尚
貞
謹
奏
柔
遠
駅
事
」
（
第
二
冊）

な
ど
の
よ
う
に
、
文
書
の
内
容
を
簡
記
し
た
り
、
特
別
な
文
書
の
所
在
を
示

し
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
、
二
十
冊
の
内
容
が
あ
る
種
の
規
準
の
下
に
選
択

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
交
文
書
を
担
当
し
た
久
米
系
の
鄭

良
弼
が
、
外
交
の
先
例
を
知
る
な
ど
の
目
的
に
よ
っ
て
抄
写
し
所
蔵
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鄭
良
弼
本
は
現
存
す
る
他
の
諸
本
と
は
別
種
の

写
本
で
あ
る
。
し
か
も
、
諸
本
よ
り
早
期
に
筆
写
さ
れ
て
大
切
に
所
蔵
さ
れ

て
来
た
た
め
に
、
虫
害
に
よ
る
文
字
の
欠
損
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
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に
、
現
存
諸
本
を
校
訂
し
、

『歴
代
賣
案
』
を
原
本
に
近
い
も
の
に
復
元
し

よ
う
と
す
る
時
に
、
役
立
つ
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
現
存
諸
本
に
は
い
ず
れ
も
欠
巻
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
原
本
が
県

立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
当
時
、
す
で
に
完
全
で
な
く
、
亡
失
し
て
い
た
巻

が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
欠
巻
の

一
部
を
鄭
良
弼
本
に
よ
っ
て
補
う

こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
存
諸
本
に
は
各
巻
の
間
に
年
月
日
の
間
隔
が

開
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
集
巻
九
は
崇
禎
十
二
年
（
一

六
三
九
）
四
月
二
十
二
日
の
福
建
布
政
使
司
の
杏
ま
で
で
あ
る
の
に
、
つ
ぎ

の
巻
一

0
は
康
煕
十
一
年
（
一
六
七
二
）
六
月
五
日
の
福
建
布
政
使
司
の
杏

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
鄭
良
弼
本
第
七
冊
に
は
、
順
治
六
年
（
一
六
四
九
）
五
月
二

十
三
日
と
康
熙
八
年
六
月
十
三
日
の
福
建
布
政
使
司
の
杏
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
原
本
の
第
一
集
巻
九
と
巻
一

0
の
間
に
入
る
べ
き
文
書
で
あ
っ
て
、
鄭

本
に
よ
っ
て
両
巻
の
間
の
脱
瀕
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
例
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
台
湾
大
学
蔵
本
で
い
う
と
、
第
二
集
の
巻
一

〇
二
は
嘉
慶

十
二
年
(
-
八

0
七
）
六
月
八
日
の
文
書
を
お
さ
め
、
巻

一
0
四
は
同
十
三

年
九
月
十
三
日
の
文
書
を
お
さ
め
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
巻
一

0
三
は
台
湾

大
学
蔵
本
を
は
じ
め
と
し
て
諸
異
本
と
も
に
無
い
。
こ
れ
に
対
し
て
鄭
良
弼

本
の
第
四
冊
に
は
嘉
慶
十
三
年
五
月
の
照
会
、
同
年
三
月
の
杏
、
同
年
閏
五

月
の
照
会
、
同
年
五
月
の
杏
、
同
年
二
月
の
票
が
あ
り
、
ま
た
第
十
一
冊
に

は
同
年
閏
五
月
の
杏
が
あ
る
。
こ
れ
ら
六
文
書
の
年
月
日
か
ら
考
え
て
、
第

二
集
で
現
在
欠
巻
と
な

っ
て
い
る
巻
一

0
三
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
鄭
本
に
よ
っ
て
他
の
諸
本
の
欠
巻
を
補
え
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、

『歴
代
賣
案
』
原
本
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
昭
和
初
年

に
お
い
て
、
既
に
虫
害
に
よ
る
文
字
の
欠
損
が
甚
だ
し
く
、
錯
簡
が
あ
り
、

あ
る
い
は
文
書
の
前
半
ま
た
は
末
尾
が
欠
損
し
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
初
期
の
写
真
版
で
あ
る
鎌
倉
本
・
東
恩
納
本
の
状
態
に
よ
っ
て
も
知
ら

れ
る
。
そ
れ
で
、
現
存
諸
本
と
鄭
良
弼
本
と
の
双
方
に
あ
る
文
書
に
お
い
て
、

鄭
本
に
よ
っ
て
補
添
が
で
き
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
鄭
良
弼
本
に
は
現
存
諸
本
に
は
な
く
、
従
来
は
知
ら
れ

な
か
っ
た
文
書
が
入
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
現
存
諸
本
の
所
収
文
書
に
多
い

誤
脱
な
ど
を
補
添
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
頗
る
多
い
。
し
た
が

っ
て
、

『歴
代
賓
案
』
の
中
で
特
殊
な
位
置
を
占
め
る
鄭
良
弼
本
は
史
料
的
価
値
が

鄭
良
弼
本
の
内
容
目
録
に
は
、
和
田
久
徳
・
白
石
（
現
内
田
）
晶
子
「
鄭

良
弼
本
（
横
山
重
氏
蔵
）
歴
代
賓
案
内
容
目
録
」
（
『お
茶
の
水
女
子
大
学
人

文
科
学
紀
要
』
二

0
)
が
参
考
に
な
る
。
た
だ
、
内
容
の
対
照
に
は
台
湾
大

学
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
焼
付
に
依
っ
た
た
め
、
巻
五

・
六
な
ど
と

あ
る
べ
き
を
巻
六
・
七
な
ど
と
誤
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
訂
正
し
て
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、

『歴
代
賓
案
』
第
一
集
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
他
に
小

葉
田
淳
氏
・
秋
山
謙
蔵
氏
・
宮
田
俊
彦
氏
な
ど
各
氏
に
少
し
ず
つ
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

高
い
の
で
あ
る
。
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な
お
、

『
歴
代
賣
案
』
を
史
料
と
す
る
際
に
付
言
す
る
と
、
同
書
は
原
文

書
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
第
一
集
の
序
文
に
よ
る
と
、
久

米
村
天
妃
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
旧
案
を
、
康
煕
三
十
六
年
（

一
六
九
七
）

に
編
修
し
た
の
で
あ
る
。

旧
案
と
い
う
の
は
、
明
・
清
両
朝
や
そ
の
他
の
諸
国
と
の
外
交
関
係
を
維

持
す
る
際
に
、
外
交
文
書
を
担
当
し
た
久
米
村
の
人
々
が
、
彼
ら
の
参
考
資

料
と
し
て
保
存
し
て
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
文
書

の
写
し
や
草
稿
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
写
真
複
製
で
あ
る

鎌
倉
影
印
本
・
東
恩
納
影
印
本
に
も
、
明
ら
か
に
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
個
所

が
あ
る
。
つ
ぎ
に
、

『歴
代
資
案
』
は
琉
球
国
と
周
辺
諸
国
と
の
間
に
往
復
し
た
外

交
文
書
を
こ
と
ご
と
く
集
録
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
明
朝
と
は

洪
武
五
年
(
-
三
七
二
）
か
ら
外
交
関
係
が
始
ま
っ
た
か
ら
、
そ
の
頃
か
ら

の
詔
勅
・
次
口
文
な
ど
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
存

『歴
代
賓

案
』
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
永
楽
二
十
二
年
(
-
四
二
四
）
の
中
山
王
尚

巴
志
へ
の
勅
諭
か
ら
載
っ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
文
書
は
な
い
。

そ
れ
で
、
『
歴
代
賞
案
』
の
欠
淵
を
補
い
誤
脱
を
訂
正
す
る
た
め
、
琉
球

国
の
外
交
文
書
を
収
め
て
い
る
諸
史
書
、
す
な
わ
ち

『中
山
世
鑑
』『
李
朝

実
録
』
や
数
種
の
使
琉
球
録
な
ど
か
ら
関
係
記
録
を
拾
い
出
す
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
東
恩
納
文
庫
蔵
の
杏
文
、

県
立
博
物
館
蔵
の
勅
諭
、
あ
る
い
は

八

『
歴
代
賓
案
』
の
復
几

※

『歴
代
賓
案
』
校
訂
本
第
二
冊

（
七0
1
~
七
一
三
頁
）
。

家
譜
中
の
記
載
も
『
歴
代
資
案
』
の
訂
補
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

原
文
書
は
中
国
側
に
遺
存
し
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
、
そ
の
面
か
ら
も
捜

究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
明
清
櫓
案
中
の
琉
球
国
史
料
」

『南
島
史
学
』

三
、
名
嘉
正
八
郎
・
山
田
義
時
・
孫
薇
「
中
国
第
一
歴
史
橿
案
館
の
琉
球
関

係
同
時
代
史
料
に
つ
い
て
」

『歴
代
宝
案
研
究
』
創
刊
号
、
を
参
照
）
。

最
後
に
、
歴
代
賣
案
に
関
す
る
研
究
書
・
論
文
に
つ
い
て
は
、
富
島
壮
英

「
歴
代
宝
案
関
係
文
献
目
録
」
（
『歴
代
宝
案
研
究
』
創
刊
号
）
が
最
も
詳
細

で
あ
る
。

沖
縄
県
教
育
委
員
会

一
九
九
二
年
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